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この調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し，道立地下資源調査所にお

いて，実施したものである。

昭和 39 年 3 月

北海道開発庁
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;r分の L地質図E 北見富士(網走-~45 号)

北海道立地下資源調査所

長術吏員酒匂京古俊

嘱託浅井 宏

嘱 託金山詰祐

はしがき

の図幅説明書は，昭和 35 年から 37 年までの 3 ヵ年にわたって行なった野外調査

果をとりまとめたものである。閃幅作成にあたっては，酒匂が主として中央部の

と全般的なとりまとめを行ない，浅井がおもに東部地域ととりまとめを分担し，

lが北西部の武利川流域を分担したり

お，南部地域の一部と鉱床についての調査は，北海道立地下資源調査所藤原哲夫

;第 2 科長の協力をうけ，資料を提供していただいた。また，南西部の一部につい

し北海道大学理学部地質学鉱物学教室河内晋平氏に，中央部から東部地域にかけ

1帯の一部については，元同教室高橋俊正氏に，それぞれ調査をお願いしたの東南

〉置戸町管内については，北海道立地下資源調査所長谷川潔研究職員に，常元図幅

王の際に調査の労をわずらわした。明記して，これらの方々に厚く感謝の意を表す

:の[苛|隔地域は，ほとんどが新第三紀の火山噴出物によって構成されており，各地

つ岩層を対比する際力尽層となるようなものがまったくないため，それぞれの岩層

日互関係を明らかにするにはタかなりの困難があるの調査も充分とはし、えないが，

7 あえず，これまでの結果を明らかにして，一般の参考に供したい。

lf外珂丘に当たっては，野村鉱業株式会社イトムカ鉱業所の方々に，いろいろと便

を計っていただいた。厚くお礼を申しとけ、る。

I 位置および交通

この閃幅は， 北緯 43°40' ,.......43°50' ，東径 143°15' ~143°30' の範囲をしめる地域であ
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っこの地域は，大雪山系の東側にあたり，北見地域の西南部の-I明をしめるところ

あるの行政的には，凶1[1画中央部の無加 ill流域が留辺柴町ーに，北西部力武利川流域が

頼布町に，北東隅の生田原川流域が生田原町に，それぞれふくまれるむなお，南東

こは，置戸町の一部がふくまれている。

この地域には，目立った市街地はなく，人家は無力[1川ぞいに畏家が点在しているて

ゴであるが，ここには，旭川と網走を結ぶ大雪国道(一級国道 39 号線)が完成して

九これにそって 2 ， 3 の村落がある c 交通機関も，この国道を運行するノミスだけで

h ただ，この地域には，全般的に営林署の子による林道の建設が進んでおり，主

:沢ぞいに良仔なトラック道揚が通じている。そのうちのいくつか:j:，峠を越して

E町と連絡している。武利)11 ぞいだけは，森林軌道が敷設されているだけで，道路

:し、。

II 地形

第 1 図 熔岩台地状地形(ビバウシ沢上流より北方を望む)

つ L~幅地域は，ほとんどすべてが，なだらかな丘凌性の地形をしめしている c 怯

三部分が，新期の火山岩類で構成されており，標高 800m から 1 ， 100 m ていどの

才地となっている。この台地を構成する火山岩類はコ特定の熔岩にかぎられてい

:たフほかの岩石類が分布する地域には，台地状の地/庁-;(j:みられなし、。このよう

から，この台地は，削剥面ではなし熔岩台地と考えられるつ

)ような地形のために，とくに名のついた山峰もないがァ例外的に円錐状力地形

ーるものに，北見富士と丸山がある c これは，両者ともにラ火山噴出などの地質

:件によるものではなく，削長IJ;つ j邑直につくられたものである。

- 2 -



この凶l隔地域を流れる <oj川の主要なも

て，この盆状地の形成は，かなり新期の

火山活動に関係しているものと考えられ

みとめられる。このようなことからみ

には，大量の崖錐積物がみられるのこの

図司
E、a 壬;)0

糠

ム4

のは， l斗 l隔の l有 1J§ I;j品から東部にむかつて

はは1直線的に流れる倍加!I I ，北東l塙を流

域にしている生田原Il l ，および北両部を

府内から北東方にむかつて流れる武利川

がある。これらの件河川には， 延長 10

km以上の長さをもっ支流が， いくつか

瓦れこんでいるりこの地域には， f !lJ岸段

丘はほとんどなく，わずかに武利川の下

流部にみられるぐらいであるの

\1j，!J話東部の大和・ 'I王監部落を Iド心とし

た li，'1 辺地域には， 直径約 5km ていどの

註状地が定達している。これは，師、力 11川

をはきんで，両岸に拡がるもので，広い

i rjl 積、F·地の両側にきわめてゆるく傾斜す

る外両が， 1,500 m---2 ,OOO m ほどっつ

き，まわりを 80.0 m ほどの山地がとりま

く形となっている。この範囲には，大和

盆地の東縁部には， ?~Jl根湯i品泉があり，

宍 また北西部にも，数カ所に温泉の湧 l l:lが

土史

県十
4 ノ

ー\

悼とした干 i英組面目質の凝灰~が分布

し，それをおおって，亜角礁を主体とし

ね た特徴的な↓交正 Itt積物が!ム-く分布してい

記 るのまた，まわりをとりまく IJI.!'也の斜面

.0:.<

相
0-

-3-



地質概説III

この図幅地域の地質構成は，地質層序去にしめしたとおりである。この地域は，北

也区とよばれる東北北海道のグリーンタフ地域にふくめられるところで，一部の基

也域を除けば，ほとんどが新第三紀から第四紀にかけた火山噴出物によって構成さ

ている。

:の地域の基盤となっているものは，円高果層群の一部と思われる先自主紀の粘板

この図幅の丙方の上支湧別図幅内にフ広く分布しているも?砂岩であるのこれは，

〉つづきである。

ーの基盤をおおって発達する新第三紀および第四紀の岩類は，大部分が火山噴出物

〉り，正規の堆積岩は，ごく一部にみられるだけである。
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i第三紀!普の基底をなすものは， 上支説明JI再とよばれる様宕を主体とした地層で，

Eを直接不整合におおって定達して\.、る C この地層の上位には，緑色角喋凝灰岩や

2 ピライト類からなる北見富士層が， I並幅の III 央部から両市部一帯にかけて分布し

、る口このなかには，石英安山者質のものやイJ英粗面特質のものもふくまれ，強い

ミや鉱化作用をうけたものがみられる。この上支湧別層と北見富士層とが，この地

こおける中新世の典型的な地層である。

司i隔の北半部には，北見富士層をおおって，角傑凝灰岩， l車紋Ff，熔結凝灰岩貸

主集塊岩などのさまざまな岩類からなるトムイルベシベ層が，広く発達している。

つ地層の上部には，凝灰岩を主体とした上金華層およびオンネアンズ沢層がみられ

7 これらの地層の形成時期は，中新世ないし鮮新tiぞとだけしか判明していないり明

わに鮮新世の地層と断定されるものには，湖底堆積物ょうの特徴をもった滝の渇!曽

厚い石英粗面岩質凝灰岩からなる大和層がある o 両者とも，分布は， I司 l隔の南東

こかぎられている。

この地域には，安山岩や玄武岩の熔岩流が優勢に発達しているの安山岩の大部分は，

ラス質の普通輝石紫蘇輝石安山岩で， トムイルベシベ)暑の形成に前後して噴出した

のとみられる巴玄武岩は，より後期に流出したものである。またこの地域には，石

組面岩質ないし石英安山岩質の熔結凝灰岩が広く分布している。そのうち，凶I~.面市

隅にみられるホロカトコロ熔結凝灰岩は，オンネアンズ沢)暑の形成にひきつづいて

成されたものであるが，その他のものは，凶l隔の西部地域に分布するもので，かな

新しい時期のものである。しかし，それが新第三紀末か，それとも第四紀になるか

明らかでなし、

この地域における第四紀層の定j圭は，ごく限られている。図幅東部の盆状地にみら

る段丘堆積物と，局部的に厚い堆積物となっている崖錐堆積物が，その主要なもの

ある凸

IV 先白重紀層

V.I 日高累層群

この地域の基盤となっている日高泉層群は，凶 l幅の西方，とくに武利川本流以丙に

;く分布しているほか数カ所に窓状に露出している。構成岩煩は，黒色粘板岩と暗灰

ミ硬砂岩で，粘板岩には男聞の発達したものと頁岩ょうのものとがある。また，ほと

- 5 -



7'粘板岩だけからなるところと，粘板岩と砂岩の互層となっているところがある。

し，この地層は，全般的に擾乱され，いちじるしく破砕されて層理も不明な部分

、ために，それぞれの岩相がど

うな形で発達しているのか不明で

一般的には， N-S から NE-S

走向と NW に急斜する傾向をし

ごし、る。

五の北西隅に分布するこの地層中

石英閃緑岩が多く道入しており，

3辺の粘板岩は弱い佳触変質をう

低変成の黒雲母オ、ルンヘルスと

:いる。また，この地層中には，

fの小岩脈や輝石凝灰岩の薄層が

，ることがある。

l道の中軸部に分布する日高累層

下部の中の川層群，中部の神威

および上部の空知層群にわけら

るが，この地域のものは，岩質 第 3 図 日高累層群中の勇断帯

て，大部分が中の川層群に対比され，一部が神威層群にふくめられる。

V 新第三紀層および同時期火成岩類

地域に分布する新第三紀の地層としては，下位から，喋岩を主体としたと支湧

グリーンタフ類からなる北見富士層，凝灰岩類、を主要な構成岩類とするトムイ

ベ層，上金華層，オンネアンズ沢層，ホロカトコロ熔結凝灰岩，滝の湯層，大

どがある。上支湧別層をのぞけば，いずれも，火山岩屑や火山岩類、を大量にふ

わり，正規の堆積岩は，局部的に挟在するだけである。いまのところ，化石も

どみつかっていないため，正確な時代はもちろん，周辺地域との対比も明らか

ことができなし、。岩質の状態から堆定すると，上支湧別!暑と北見富士層は，中

也層であることがほぼ確実であり，トムイルベシベ層は，中新世ないし鮮新世，

書から上位の地層は，おそらく鮮新世のものと思われる。

- 6-



れらの地 !I;")J)ほかにご三己のとみられるイi 民1\~Jt~店の自体がみられるほ

友ill 店街とよ止に日以乃『在 i-J-および ':)I!!r(が l'亘吟に浴j主している。これらの熔行やむ

)[ヂl: U\II!dにもまた，正{i~;f こ J まわからないが，ほとんどが鮮折 llf: と判断される。また，

~nli直j むの {';-IJI長がみられることがあるが，これもとんどが所第三配の凶動と考えら

〉。

1 J:: 文湧別 l国

ーの1也)時は， I吋|同北西ぶ刀止に利川 --+:Z~f ぞいに分(Iiしているもので， この凶]111討の)司辺

如こも， 11百所に分イIiが ~U られているョほとんどが喋店刀みから構成されているが，

1;に，凝灰質1)己有および以岩の局iJ首が rj~在している。 i~~は，大部分が ~j I苛県出併の

己粘板岩，チャート，ホルンヘルス， l'i];~I\~JN ，{';-，および輝枝岩などであり，とき

安山岩ょう，あるいはボーヒロイドょう刀火山官隊もみられる口

gJ 'tf r面は，あまり明隙でなし、。構造は，允ー分に明らかでないが，ほぽ N lOoW, 50ー

;内外の定向傾斜をしめす傾向をみせる σ 基盤の日高呆同併とは，多くの場合断層

去しており，北見宝土居やトムイルベシベ出 iに不整合力関係で、おおわれている。こ

也!曽は，ときに，プロピライトの右脈につらぬかれており，その周辺部法， 1主化や

段鉱の鉱染をうけている乃が許通である D

第 4 図 プロピライト岩脈に貫ぬかれる上支湧別府

L え:i勇7}1J1再は，一見したところ，かなり古そうな f引っきをしているが，周辺地域のこ

)t 出 1\"1 11' から I主する fヒ五によって，所:五二三示己 'i lkii Utのもしつであることが確 lit されてい

20
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北見富士層

の地層は， l河 l隔の南西部から rll 央部にかけて!よく発達しているほか，東部の 18 号

~;~~や武利川下流およびトムイルベシベ沢下流部に分布している。これは，緑色角

灰討を主体としているが，安III日貿ないしli英安山岩質プロピライト，石英粗面

11化角際宕，同質凝灰右ならびに凝灰Tf砂町， Hf守などをふくみ『全般的にむtiC!

fヒがはげしし、。

肢に，下部には緑色角礁凝灰岩および，安\[1 店賃，角|月行安山岩質，または石英

古賀プロピライトが多い。プロピライトは， n古灰色網粒ラ黄灰色ないし淡緑色紙

ちるいは緑色斑状など，さまざまな外観をみせ，熔宕状，または?いぢじるしい

!有理をもった岩脈状丹産状をしめしている。l.部になると，一般に緑色凝灰むが

その中に凝灰質砂岩や同質五岩がはさまれており，明瞭な層月!をしめすことが

また， Iえ]1幅南西部の百士見部落一帯

には，石英安山岩質ないし石英粗面岩

質のブロピライト，あるいは，角喋凝

灰岩が優勢にみられる。これらの岩類、

は.禄色角喋凝灰岩の上部に発達して

いるようであるが，ひじように，復雑

な分布をしめすところも少なくないD

なお， 18 号沢の北方山地には，石英組

面岩質の凝灰岩が広く分布している。

この地層は，全般的に岩相の変化が

はげしいために，構造はよくわからな

いが，層理をしめす部分では， NEｭ

SW の走向をしめすものが多く，傾斜

は，多くが NW 落ちで 30° 以下であ

る。つまり，それほどひどくもめては

3 北見富士層の砂質凝灰岩および おらず， NE-SW 方向に軸をもった，

泥岩の互居 ゆるい摺曲構造をとっているのではな

芭われる。また，この地層の分布地域では，基盤の日高泉!暑が窓状に露出する

-8-



どが多し、。このようなことから，こ 0)1也!需 n!吾厚は，あまり厚くはないと判断され

第 6 図 トムイルベシベ層中の流紋岩質岩

この地層の各岩類は，全般(jf]! こ対泥 +i f ヒ， ftfヒ，炭酸佐化などの変質をうけており，

訣鉱の鉱染がみられるところも少なくない(とくに， \><:]111両市西部や 18 号 {J(北方山地

よ，いちじるしい変化をうけており， lif，]Jt1!.M: ともに，その中に?;金銀石英w長がみら

るーその他の地域におし、ても，石英乃u上品がそ多いところでは，強い庄化がみられ，

l生岩の分イIi と珪化作用とは，相互に関連をもっているようである c

この地層は，このような岩質から，石狩岳凶幅や上支湧別凶l恒の東高地層，常元凶幅

ニイトコロ川!曽に対比され，中新世乃グリーンタフ煩乃活動期の形成と考えられる 0

.3 トムイノレベシベ層

この地層は， I叫幅の北半部ー吊・に広く分布しておりヲ この地域で， もっとも厚い地

と考えられるものである c 構成岩頴は，北見富土層と同じように，角喋凝灰岩を主

とし，熔結凝灰岩や安山岩質，あるいは，流紋岩状乃火山岩などを多くふくんでいる。

|傑凝灰岩は，一般に黄灰色をしているが，部分的に緑泥石化をうけて緑色になって

るものでは，北見富士層のものと，区別がつけにくし、しかし，新鮮な安山岩の角

!を多くふくんでおり，ときには，黒躍石もみられるのまた，この緑泥石化をうけた

l のは局部的で、あり，黄灰色ないし灰白色の凝灰岩に漸移する場合が多し、。この地層

Iにはさまれている熔結凝灰岩は，淡紅色あるいは淡黄灰色のもので，角喋や斑品が

戸なく，一見レンカ状の

j のがある。

この地層の西半部のも

〕には，黒曜石をふくむ

)のが多く，分布地域の

ヰ面には，多くの転石が

与られる。また，流紋岩

主岩は，シケレベツ ill の

下流から 18 号沢の上流地

戎にかけて多し、。このよ

うな地域的な岩質の相違

があることは，この地層

-9-
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第 7 図 トムイノレベシベ層中の熔結凝灰岩

上金華層

が強し、。

第 8 図 上金華!言の露出
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この地層は，凶I(屈の北東問に分布しているもので，その範囲はあまり広くなし、。淡

3ないし決福灰色の，粗穏な凝灰岩を主体としておりタときに，灰色の泥岩をはさ

でいる口下位のトムイルベシベ)曽とは，不整合の関係にあると思われ，岩質からみ

，鮮新 i止 νつ地層であろうと推察されるち

オ|隔の南縁部のピ‘パウシiKU約こは，常 7C: l司 iiI日でトコロ JI\層とされた凝灰岩類が露

しているちこみ凝灰岩類は，露出の状況からみて，この上金華層に社比されると考

られる I乃で，同一にとり扱ったロ

.5 オンネアンズ沢層

この地層は， I司 III長南東隅のオンネアンズ沢に，わずかにみられるもので，常元図幅

，J:H\<に r.z;く分布しているものである。

この地層は， 1手石や安山岩礁を多量にふくんだ，傑質丹凝灰岩からなり，一部に，熔

i~疑 l尺宕に .;llい岩質をしめすものがみうけられる。常元国III両地域の観察によれば，下

乃と金華層とは，科交不整合刀関係にある町しかし，その角度はひじようにゆるく，

j者乃問には，大きな時代!司潰はないようであるつ

'.6 ホロカトコロ熔結凝灰岩

この俗結凝灰白は， I司 l隔の南東部にみられるもので，標高 850m から 950m の熔宕

T地をとりまくように，はちまき状の分布をしている。
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どういう原因によるものか明らかでないが，かなり強い，赤褐色のヤケをみせ

ア

ジ。

〉熔結凝灰岩は，分布の状態からみて，下位のオンネアンズ沢層，上金華層およ

i岩類を不整合におおって，ほぽ水平に発達しているようで，その上を，丸山熔

3おわれている。

滝の湯層

)地層は， 18 号沢上流，塩別温泉付近，ビ、ノミウシ沢合流点付近およびケショマツ

1流部に，ごく限られた範囲に分布しているものである。

第 10 図滝の湯層の露出

空泥岩と同質砂岩を主体としており，ひじようにうすい，葉片状の層理をしめ

年徴である。一見，湖底堆積物状の様相をみせている。また，現在の河川の流

〉て分布していることや，植物化石を多量にふくむことも，共通した特徴であ

)地層は，下位の地層を不整合におおい，たいてい， 10° から 30° ほどの傾斜

ーおり，堆積の時代は，おそらく鮮新世と推察される。

と金華の南方には，石英組面岩質岩の 2 次堆積物とみられるものがあるが，

な植物化石を，多くふくむことから，同一にとり扱った。

ミ和層

層は，図幅東部の盆状地に分布する凝灰岩層である。この凝灰岩は，灰白色

黄色のもので，多量の浮石をふくみ，石英，科長石，黒雲母の鉱物片を多く

- 12 ー



〉石英粗面岩質の凝灰岩である。

第 11 図 大和陪の露出，上，';1)は花岡段丘堆積物

層理面はあまり明瞭でないが，この地層は，ほとんど水平に発j杢しているようであ

ロまわりの地層との関係は不明であるが，分干jiの状態からみて，この盆状地の周辺

を構成する地層や火山岩煩をおおっているものと、ドIj断されp 位状地を埋めるように

積したかなり新ししづ也層と忠われる。

.9 石英閃緑岩

凶III両北岡山の日高呆層群 ~Il およびパオマナイ沢仁流に窓状に円高 :44 層群が露出して

る地域には，石英 1'1ゴ緑岩がみられる。凶iII面北 l耳目見のものは，西方のと支湧別 lヨ幅地

:で大きな岩体を構成しているもののつづきで，その周辺には，大小の岩 Ij眠状の産状

しめすものが多し、。ノえオマナイ沢仁流地域のものも，同じように岩 IJ眠状のものが多

，その一部は，北日富士層のブロピライトを切って注入している。

岩質は，灰白色の堅硬なもので，科長石，石英，角閃石および黒雲母を，主要な構

:鉱物としているの一般に，岩体の同辺吉 gは，細粒の扮岩状のものとなっており，中

A、部ほど粗粒である。

扮岩状をしめす部分の斜長石斑品は，一般に臼形性が強く， I司聞や割目にそってカ

|長石に交代され，円みをおびた石英粒を内包することが多し、。有色鉱物の多くは，

F. V己石や絹雲町にかわっている白石基状の部分は〉岩休の周辺部ほど，細粒で結品化

"不完全であり，中心部になると粗くなり，等粒完品質となっているの

- 13-



この石英閃緑岩は，ほ

とんど例外なく NE-SW

方向にのびる岩休を構成

している。この方向は，

いわゆる上支湧別構造線

とよばれるものの方向で

あり，石英閃緑岩が北見

富士層を切って近入して

いることから，活動時期

は，新第三紀中新世の，

北見富士層形成後である

第 12 図石英閃緑岩 ことが明らかである。

1 安山岩類

〉閃l隔地域には，安山岩の熔岩や~\'-/jf長が，存地に分布している o これらの多く

fヲス質の普通輝石紫蘇輝石安山告で，新第三紀鮮新titに噴出したものと考えら

岩質と産状から，ピ、ノミウシ熔持，メtill熔有，八号-V'U$む，安山岩脈に分類され

o.1 ピパウシ熔岩

熔岩は，ピパウシ沢下流部一帯に分布するほか，ケショマップ沢上流や生田原川

みられるの

の， i致密で

力、ラス質

石紫蘇輝石

である。君L

形に関係な

しているこ

かなり早

瓦と考えら

設をもぺて

第 13 図丸山熔の集塊岩状g(j

- 14-



斑品は，一般に少ない方である。科長石が大部分であるが，ごく少量の，丹通輝石

紫蘇輝石がふくまれている。石主主は，ひじ工うにカ、ラス質で，細かい短冊状科長イi

・みられる。

この熔岩は，この地域の安山岩類の~_! Iでは，もっとも古いものと忠われるものであ

勺しかし，ほとんど変質をうけていないので，北見富士層より後期のものであるこ

は，ほぼ確実である。しかし， トムイルベシベ層との関係は，明らかでなし、。分布

)状態から判断すると， トムイルベシベ層形成の初期，と推察されるていどであるの

調...艶盤持組閣圃 DI'19?A"lt明閣麟湖底

V. 1O.2 丸山熔岩

この熔岩は，図 l隔南東

;の標高 850 III から 950

l の!よ〈し、台地を構成して

、るもので， TH 方♂ )Ill~' 元

:jl!l両地域ー， li;・に!ムーく分イ Ii

-る， クマネシリ熔自に

!枕するものであるロ

Ht'1灰色の，堅硬な iヰ通

Z干 i紫蘇輝行安山討を主
E翠奮ヲ""'¥!t'喝圏周 E明

ょとし))(色のかんらん 第 14 図丸山熔岩 r!1 のかんらん石玄武岩

i玄武官や安山岩質集 i鬼岩も，一部にともなっている。このことから，この丸山熔日

しさらに， 2, 3 の熔岩に分煩される可能性がある。

背通蹄イ i紫蘇陣行安山岩は，たいてい明瞭な流理構造をもっており，いちじるしい

z状節理をみせている。斑品は，少ない方で，斜長石が大部分をしめ，紫蘇輝石と普

Hi¥.石がみられるが，普通輝石はとくに少ない。かんらんイ':1.玄武岩は，台地の東斜面や

j西科面iに多くみられる。細粒の徴密なものと，いちじるしく多子L質なものとがある。

この熔岩は，ホロカトコロ熔結凝灰右をおおって発達しており，ビ、パウシ熔岩とは，

S成時期にかなりの達いがあると忠われる。

V.I0.3 八号沢熔岩

この熔岩は， 18 号沢上流ー'JB-に!よく分布しているほか，ケショマップ川上流にもみ

3れる。ひじように大きな崖をつくって露出していることが多い。

斑品の少ない，ガラス質普通輝石紫蘇輝石安山岩である。部分的に，いちじるしい

-15-
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i造がみられ

流理の方向

、くまちまち

i当にもめて

岩質は， 日青

)やや組騒な

、多く，致~Jtl

斜長石のほ

畳の普通輝

4蘇輝石がみ

第 15 図入号沢熔岩の露出
熔岩は， ト

ベシベ層をおおって，稜線部を構成しているが，一部をのぞけば，熔岩台地状

;をつくっていない。

第 16 図安山吉脈の露出

V. 1O.4 安山岩脈

この岩脈は，パオマナイ沢の右俣に，

幅数m から数 10m の岩脈群となって

標式的に発達しているほか，北見富士

層やトムイルベシベ層の分布地域一帯

に，数多くみられるの

岩質は，灰黒色ないし灰褐色の，斑

品の少ない轍密な，ガラス質紫蘇輝石

普通輝石安山岩である。八号沢熔岩

とよくにている。

この岩脈は，ほとんど例外なく， NE

-sw 方向にのびているのが特徴で，基

盤の上支湧別構造線に支配されて，活

動したものであることが，うかがえる D

V.U 玄武岩類

この図幅地域には，また，玄武岩類

-16 ー



熔岩や岩~J)長がみられるが，主要なものは，明瞭な熔岩台地を構成している。ケシ三

ツフ。熔岩だけである。この玄武岩は，輝石玄武岩で，これまでのベたガラス質安山

類よりは，おくれた時期の活動によるものである。

V.n.1 ケショマップ熔岩

この熔岩は，ケショマッフコ沢 t流とシケレベソ沢上流の同付近から北方にのびる台

を，構戒しているほか， 18 号沢と生田原川との分水嶺付近の，台地をも構成してい

岩質は，虫色ないし H奇

色の，倣密な輝行玄武

である。いろじるしい

理構造がみられ，仮状

l埋も全般的に発達して

h る。ときに，ひどく多

4質のものがあるつ組織

ガラス質の基質の 11:1

こまかし、短冊状の科

:石が，ほぼ方向をそろ

て配子Ijし，粒状の:普通 第 17 図ケショマップ熔岩の輝石玄武岩

i石が，散在する形となっているつ斑晶としては，ごくまれに，普通輝石がみられる

:かは，ふくまれていない。

この熔岩は，八号沢熔岩をおおって主連しており，ガラス質安山岩の活動よりおく

して噴出したものである。ときに，黄灰色の浮石質角陳凝灰岩が熔岩の聞に挟在して

、ることがあるロこの角礁凝灰岩は， トムイルベシベ層中にみられるものと，よく類

l している。

V.1L2 玄武岩脈

ケショマップ沢の上流や武利川支流のじの沢下流部には，玄武岩の岩脈がみられ

らケショマップ沢上流のものは，輝石玄武岩で，ケショマップ熔岩と同質のもので

うる。やや粗粒になっており，流理構造もみられないが，構成鉱物の性質がまったく

司ーであることから，ケショマッフ c熔岩と同時期の形成とみられる。

七の沢のものは，幅 5m ていどのもので，組粒なかんらん石玄武岩である。典型的

- 17-



なオフィティック組織をしめし，斑品

状大型科長石と長柱状科長石の間を，

紫蘇輝行，普通輝石およびかんらん石

が埋める形となっている。

V.12 石英粗面岩脈

この|叫 l隔地域においては，石英粗面

岩類は，北見直上層 If'! の正化岩状のも

のや， トムイルベシベ層中の流紋有賀

のものをのぞけば，小さな岩脈状のも

のだけである白

この岩脈は，武利川流域にみられ，

日高累層群や北見富士層の中に貫入し

ている。これらの岩脈は， NE-SW 方

向をとっており，石英閃緑岩の活動と

関係するものと考えられるのそのほか

18 図 玄武岩脈の露出(七の沢〉 に，次にのべる，武利熔結凝灰岩中に

られるものがあるが，これは，ほかの岩脈と違って，かなり新しい時期のもの

lれる。

は，いずれも灰白色徴密なもので，石英の斑品が目立つものであるの

VI 第四紀層および同時期火山岩

図幅地域に分布する第四紀層および第四紀乃火山岩頴は， Iオ幅の西部地域に広

している武利熔結凝灰岩，本流熔結凝灰岩，無加熔結凝灰岩などの熔結凝灰岩

それをおおって発達する分岐安山岩熔岩，および図幅東部の盆状地をおおう花

堆積物が主要なものである。このうち，武利熔桔凝灰岩は，新第三紀鮮新世に

れた可能性がある。

ほかに，第四紀層として，武利川の下流部にみられる段丘堆積物，および沖積

錐堆積物や現河床堆積物がある。

武利熔結凝灰岩

容結凝灰岩は，図幅北西部の武利川流域一帯に広く分布している。南部では，

- 18-



ぼ標高 800m 以上のところにみられるが， 北部の武利川下流部になると， 基底部

，標高 600m 以下のところまで下っているの

これは，典型的

石英安山岩質の

結凝灰岩であ

，褐色ないし赤

色をしめし，長

3---5mm ぐら

のガラス部のう

りによってあら

l される流理構造

目立っている。

の中には，砂質 第 19 図武利熔結凝灰岩

色凝灰岩，紘色凝灰岩，石英安山岩質ブロピライト，玄武若質安山岩，輝石安山岩，

;岩などのこまかい角礁が多くふくまれているつこの際も，流理構造にそってのびて

6 る。

基質部は，いろいろな形態をとるカラスと，{j英， ;'(↓長 1-~i ， 輝石類の微細片とからな

，その中に，斑品状の融蝕石英，科長石， *軍石の鉱物片が散在しているの一部に，

:結が進んだ球かの集合物もみとめられるつ

この熔結凝灰岩の形成時期は，いちおう，第四紀洪積世の初期と思われるが，石英

l面岩脈に貫ぬかれているので，新第三紀併存J世の友期の，可能性もある。

1.2 本流熔結凝灰岩

この熔結凝灰岩は，式利川上流の南部と下{宅部の北方~U地に式利熔結凝灰岩をおお

，て分布しており，北方の丸瀬布凶III高内に広く発達している凸

これは，黄灰色乃やや粗長な角閃石 l乃目立つ熔結凝灰岩で，熔結の度合は武利熔結

E灰岩にくらべるとかなり低いようであるつ基質部は，熔結の不完全なカラス部の中

-，各種鉱物の微細片が散在し，副!蝕行英，科長石，結色角閃干iの鉱物片が斑品状に

よられる。縁色角閃石は，多くの部分がねじ尼石にかわっているロこの熔結凝灰岩の中

:も，緑色凝灰岩，ィj英安山自民フ、ロピライト， 11少質凝灰岩などのこまかし、角礁がふ

まれているの

- 19-



)熔結凝灰岩は，北方の丸瀬布図幅地域において，かなり平担な地形面をつくっ

}ことから，第四紀の形成であろうと考えられる。

無加熔結凝灰岩

)熔結凝灰岩は，図幅南西部に，ごくせまい範囲に分布しているものであるが，

)常元図幅地域には広く発達している。

Jま，灰白色の徴密なもので，石英，斜長石，黒雲母，普通輝石を斑品としてふ

、おり，球かもみとめられる c

)熔結凝灰岩は，古い段丘面と思われる，標高 600m ていどの面の上に発達して

上面は，標高 1 ， 000 ていどの平坦面を形成している。

分岐熔岩

熔岩は，図幅北西部において，熔結凝灰岩類をおおって分布しているほか， ト

ベシベ沢の東方山地にもみられる。分布地域は，標高約 800m 以上の山地とな

る。

I色の堅硬な岩石で，柱状節理がよく発達しているD また，熔岩の基底部には，

状になっているところがある。斑品は，普通輝石および斜長石で，石基は，成

品質構造をとっている。斑品の集合あるいは科長石斑品の集合による，グロメ

をしめす部分が，多くみとめられる。また，組粒玄武岩質の完品質部をふくむ

多い。とくに， トムイルベシベ沢の東方山地のものには，かんらん石の斑品が

る。

花岡段丘堆積物

段丘堆積物は，図幅東部の盆状地一帯にみられるもので，無加川の両岸に発達

しかし，河岸段丘堆積物とは，性質を異にしており，この段丘堆積物が分布す

は，ちょうど，大和層の分布範囲と一致している o

堆積物の最下部は，径約 5cm 平均の円礁を主体にした，礁層となっており，そ

，うすい粘土層がある。この粘土層の上には，多量の亜角擦を火山灰質の粘土が

喋層が，優勢に発達している。円喋層は，厚さは 1m から 2m ていどのもので，

落北方の無加川北岸付近が，もっとも厚くなっているロ無加JII からはなれて，山

くなるにつれて，円喋層は消滅している。亜角礁となっているものは，ほとんど

後の山地を構成している火山岩類で，粘土質のものは，大和層の凝灰岩の 2 次

の可能性が強い。亜角礁の多い部分と粘土の多い部分が互層状にみられること

- 20-



第 20 図 大和部落北方の花岡段丘堆漬物

があり，この段丘

堆積物は，厚いと

ころでは， 10m j;)、

上となっているの

無力日 JII からはな

れた丘陵性の地形

をしめすところで

は，この堆積物は，

極端にうすくなり

少量の拒角礁と，

火山灰質の粘土の

みとなっている。

第 21 図 滝の湯層をおおって発達する崖錐堆積物

.6 河岸段丘堆積物

この 1~111 同地域を流れる各刈川の流域には， )口]岸段丘状の地形がほとんどみられない

武利川の下流部にだけ，やや!よい河岸段丘が発達している。この段丘は，現 i可l末

り，約 15---20 m ほどの比高をもっており，堆積物は，礁と砂を主体とし，少量の

士をふくんでいる。

:.7 沖積層

この地域の，熔

台地状地形の斜

には，厚い崖錐

積物がみられ

の堆積物のほと

どは，その台地

構成する火山岩

礁である。ま

，とくに，花岡

丘堆債物の分布

る盆状地周辺の
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:も，優勢な崖錐堆積物がみられる。

リ II本流流域には，かなり広い沖積地が発達しており，水田や畠地に利用されて

とくに，東部の盆状地域では，かなり幅広いものとなっている。

VII 地質構造

)図幅地域は，これまでのべたように，ほとんどが，新第三紀から第四紀にかけ

》じるしい火山活動の産物によって構成されている。このために， くわしい地質

白日ることは，ひじように困難である。ここでは，この地域全体を通覧した場合

ことのできる，大きな 2， 3 の構造についてのべる。

)地域でまず特徴的な構造としてあげられるものは， NE-SW 方向の構造であ

れは，基盤の日高累層群中に発達するこの方向の勇断帯と，石英閃緑岩体の遊

lをはじめとして，北見富士層の分布，安山岩脈や石英粗面岩脈の方向などによ

強調されているつ

}方向の構造は，西方の上支湧別図幅地域において，石英閃緑岩の道入帯によっ

:づけられ，上支湧別構造線として説明されているものである o この構造は，新

!中新世の上支湧別層の堆積後に形成されたことが，明らかにされている o この

l火山活動は，すべて，この時期以後のものであって，多くの火山活動が，基盤

するこの方向の構造に強く支配されたであろうことは，容易に推察することが

。この方向の構造は，この図|隔地域や上支湧別凶幅地域にかぎらず，かなり広

にみられることから，相当大きな規模で発達した基盤構造とみることができる凸

この方向を強調するもののーっとして，現在の無加川の流路があげられる。

は，この凶幅地域だけでなく，東方の北見市街地に向かつて，ほぼ N600W 方

線的に流れているものであって，この流路もまた，大きな地質構造に影響され

られたものと考えられるの

無加川本流の流域は，凶幅東部の盆状地をのぞけば，大部分が北見富士層によ

成されており，西半部地域では，基盤の日高累層群が，ところどころに窓状に

ている。つまり，無加川がほぼ直線的に流れる地域は，基盤が比較的に土昇し

であることが伺えるのそして，北見富士層が， NE-SW 方向に軸をもった，ゆ

曲構造をしており，無加川の北部地域では，北落ちの傾向が強いことからみる

ようど無加川の流路が，大きな背斜軸になっているものと考えられる。
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らに特徴的なことは，この背斜地域，つまり北見富士層分布地域を境として，南

;とで，地質構成に相当の違いがみられることである σ この地域の南方では，常元

1地域に発達する地質構成が，そのまま延長しているのそこでは，北見富士層の上

-，凝灰岩，砂岩，泥岩を主体とした地層が広く発達している。

島れに対して，北方では， トムイルベシベ)曽の構成岩類にみられるように，角喋凝

お流紋岩，熔結凝灰岩など，より火山岩質の地層が発達している口さらに，図幅

目半部に分布する熔結凝灰岩類をみても，北と南とでは，岩質や分布にかなり明瞭

副主がみられる D 南方の無加熔結凝灰岩は，常元図幅地域に拡がるもので，北方の

1熔結凝灰岩や本流熔結凝灰岩は，さらに北方の丸瀬布図幅地域一帯に拡がってい

つまり，この背斜地JpX- U: ， この凶幅周辺部一帯の市と北とを分ける，一つの境界

史となっているようである。

記お，図幅東部にみられる盆状地は，大和層を構成する凝灰岩の分布や，温根湯温

土はじめとしたかなり高出の組泉が，周辺部に湧出していることからみて，この背

也域上に行なわれた，かなり新しい火山活動によって形成されたと考えられるロ

この|割高の中央部付近に分布する，ケショマップ熔岩を代表的なものとする玄武岩

屯達もまた，この地域の一つの特徴とされる。この凶幅の周辺地域には，常元図幅

クマネシリ熔岩で代表される，板状節理をもった安山岩熔岩の発達がし、ちじるしい

であるが，この凶幅地肢では，それにかわって，玄武宥の熔岩が発達している。

このケショマッフ熔胃や，この 1':<]11)両地域における最 tJtHの活動とみられる分岐熔岩

，ほほ|討北にのびる分布をしめしている。この市北方向の構造もまた，この地域ー

の基盤構造の一つで， NE-SWjf向の構造よりも，古い構造と考えられているもの

ある。これら熔右の分布も，この地域の火 \[j活動が，基慌の構造に支配されている

とを強調しているわけである。

VIII 応用地質

この凶 III民地域にみられる金属鉱床の徴候には，金， Jtし水銀，銅，鉛，亜鉛，硫化

などがある。しかしこれまで発見されたものは，いずれも，規模の小さなもので，

干，探鉱あるいは採掘されたものもあるが，現在はすべて廃業している。

なお，図幅の東部地域には， 2 ヵ所に温泉の湧出がある。

III.1 金・銀鉱床
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見富士層の酸性岩分布地域には，いちじるしい珪化をともなって，合金銀石英脈

達していることがある。神代鉱山，第二立牛鉱山および富士見鉱山は，この石英

対象にしたものである。

問鉱山:この鉱山は，図幅東部の 18 号沢中流の北方山地にあって，温根湯温泉の

方約 6km に位置している。

末は，北見富士層中の石英組面岩質岩中に匹胎する数本の含金銀石英脈で，走向

300 ,....40 0E，傾斜は 20° ，...，..， 30 05E である。脈幅は， 0.5-- 1. 0m で，合金品位は比

高く， 10g/t 台をしめしている。また，この鉱床の上部には，品位良好 (Au 10

(上)な現地残積性の金銀鉱床(砂探鉱床)が広く分布している。この鉱山は，

ここの砂礁鉱床を対象にして採掘しており，金山整備以前に，約 350 t(平均 Au

:)を，目立あるいは国富などに売鉱したといわれる口

二立牛鉱山:この鉱山は， 図幅南西部の 41 号沢をのぼりつめた標高 943m の

f近にあり，厚和部落の南西方約 3km のところに位置している。

〉鉱山は，昭和 9年頃から探鉱がはじめられたが，本格的な探鉱は，昭和 14 年か

年にかけて，西庄鉱業株式会社によって実施されている。しかし出鉱するまで

し、たらなかったようである。

ミは，北見富士層中の石英粗面岩質珪化角醗岩中に匹胎する，数本の合金銀石英

走向は，いずれも E--'Wに近く，傾斜は 65°，...，..，800N である。脈幅は，一般にせ

0.2--,0.5 m である。品位は，きわめて低く，Autr--O.7g/t, Ag2--15g/t

}。

:見鉱山:この鉱山は，図幅南西部の南富士(標高 1 ， 114m) の山頂付近にある o

"昭和 7， 8 年頃からはじめられたようであるが，本格的な探鉱は，昭和 10 年

i 年にかけて，旭鉱山部(旭地下足袋会社系)によって行なわれ，鉱石の一部を

よび鴻の舞に売鉱したといわれる。

は，第二立牛鉱山と同様に，石英粗面岩質珪化角喋岩中に匪胎する含金銀石英

主要なものは 1 本だけである。この脈は，ほぼ E，.....， W の走向， 45°N の傾斜を

，脈幅は， 0.7 ，.....，1. 8m である。品位は，第二立牛鉱山と同じように，ひじよう

，ほとんどが Au tr である。ただ， 2 坑西押しの下盤付の石英部に， Au2g/t,

7.6;;~の品位をしめすものがあったといわれる。

2 水銀鉱床

制

品



王和部落南方の 38 号沢および 43 号沢には， I長砂の付着した石英の転石がみつかっ

、る。このうち， 43 号iJ(のものは，沢をつきつめた山地(常元凶幅内)にその露頭

うるらしいことがわかり，この地点でピット掘りを行なったことがある。この付近

熔結凝灰岩が分布するところであるが，ピット侃りの中には，その下部に発注す

ヒ見富士層の緑色角様凝灰有や出化岩(石英粗面岩質角喋宕)の!占肘がみられ，こ

コに辰砂を付着する石英や，王髄あるいは蛋白石などが混在している oliJI位は， Hg

---0.30;; である。

また， '(.主士見日 g落Jコパオマナイ沢入 υ 付近で，先白望紀の粘阪岩と ~U~ 富士)目， I V)石

阻出岩丘町との接触却に，水民を目的とした 2 本の探鉱坑 JH:がきられている。この

松在日は， I幅約 10m で， N75°E 方向の白色1主化，，'g: C一部粘土化)となっており，黄

鉱の鉱染がみられる。かつて，こ乃中に， ，兵砂が鉱染していたといわれるが.現在

みとめることができない門

[II.3 ;lH~J 。鉛。 亜鉛・硫化鉄鉱床

この凶II同地域に矢11 られている制・鉛・亜鉛鉱床の徴候は，凶III品北東部の生LUI反 $I，;J 山

鉱床だけである。この鉱山は，生田原川上流の右!役沢にあって，生出原町i占!ll部落

ら生凹!京川およびその支流のお)1支沢をさかのぼること約 10km で，現地に述する。

鉱床は，先白亜紀)百j)砂岩lドに 'lE I]台する黄$liiJt!よー黄鉄鉱一石英w氏で，少量のWJ亜鉛

;と方鉛鉱がともなわれている。平行する 2， 3 の鉱脈があり，いずれも， 定向は N

)OW，傾斜は 60心SW，脈III品は 5，.....，30 em で， I]長怖がし、ちじるしし、。脈相互間には，

、ちじるしい粘土化および、l>'kJJ鉱の鉱染併がた;f している。なお，現在は，坑道がJ虫

t しているため確認することができないが，下部には，黄銅鉱にとみ，黄鉄鉱および

~ill:I鉛鉱からなる塊状主e; を主とする 'M ，w];部があったといわれる。

TIll.4 温泉

この|寸 III 日の点紋 ~J:l~ のはずれ CfLi i!l 議凶|幅)の無 IJl1 川村 Jl主には，有名な i品十 l~i 弘沿うはが

うるが，この凶 III 白地内にも，シケレベツ J II と {I D:の i誌の 2 ヵ所に泌氏が湧 til している。

シケレベツ Jfl のものは， 合流点から約 2km はどはいったシケレベツ川の IIIJ 岸にみ

b れるもので， ~t 見肖士 1'2.\)コブロピライト l ドのきれつから湧出している o flui 度は， j勇

l: H-l で 42°C をしめL， PH は 9.2 で， j勇Le 量もかなりある。かつて，一般に利用され

三こともあったが，J)L在は，日林署で使用している。

上1{ 別温泉は， {~江の場古\;落で魚 UJll 川に合流する小沢を，約 500m ほどはいったところ
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出している。この付;!iは，シケレベツ川と同じく，プロピライトが基盤となって

が，その上に， うすく滝の湯層の凝灰質砂岩がおおっている o 温泉は，北岸近く

ずれの中から， 2 ヵ所に湧出している。 1 ヵ所は，約 40m のボーリング孔 ~l から

牧湧出であり， 42°C の温度をしめし， 1 ヵ所は白然湧出で， 37°C の祖度である。

量は，シケレベツ川のものよりも少ないの現在は，野天風呂として利用されてい

「ぎない。

ラ，さらに両方の小沢には，冷鉱泉が湧ilj している。こうしてみると，シケレベ

うものが，もっとも温度が高く，湧出量も多くなっており，西方ほど， ifJ，\.度が低

J ，量も少なくなっている傾向がある。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale, 1:50,000)

KITAMIFUJI

(Abashiri-45)

By

SumitoshiSak6, HiroshiAsai

andTetsusukeKanayama

(GeologicalSurveyofHokkaid6)

Resume

Theareaofthissheetmap, coveringfromlatitude43ー40'to

,°50' N andfromlongitude143ー15'to 143°30 〆 E ， issituatedin

,e northeasternpartofHokkaido. Itliesinthepiedmontland

theeasternfootoftheDaisetsumountainsystem, andexhibits

hilllandtopographywithlowreliefandgentleslopes.

Geology

Thisareacoversthesouthwesternpartofthegreentu 旺 region

ョlled theKitamiprovince, andiscomposed, exceptthesmallarea

fbasementrocks , mostlyofvolcanicejectadepositedintheage

angingfromtheNeogenetotheQuaternary.

Basementrocks

Thebasementstrataofthisareaarecomposedofclayslate

ndgreywackesandstoneofpre-Cretaceous age , andareexposed

nthewesternpartofthemaparea. TheybelongtotheHidaka

mper-groupthatare developedextensivelyintheaxialzoneof

lokkaid6. Probablytheyrepresentastratigaphichorizonofthe
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lylowerpartintheHidakasuper-group. Thestrikeofthe

taisgenerallyN-S. Buttheyaredisturbedconsiderablyand

shearedseverely. Quartzdioriteisfoundoccasionallythat

htbeintrudedinthe Neogeneage, andtheclayslateand

l-stonesurroundingthe igneous masses aremetamorphosed

lowgradehornfelses. Dykesofdiabaseareobservedoccasionally

lesebasementrocks.

NeogeneandQuaternary

TheNeogeneandQuaternarysystemsdevelopedinthisarea

~lassified asfollows. Itisvery di 伍cult toclarifythestratiｭ

hiesuccessionaswellasthegeologicstructureoftheseformaｭ

, becausenearlyallofthemarecomposedofvolcanicejecta.

(Recent向白 posits

Talusdeposits

rRiverterracedeposits (
(Bunkiandesitelava

lHanaokaterracedepositsIMukaweldedtu

;Ho 町yu weldedtuffLipari 社te dyke

lMuriiweldedtu 百

Yamatoformation (Basaltdyke

Takinoyuformation iKeshomappubasaltlava

イ Hachigozawa andesitelava

Onneanzuzawaformation IMaruyamaandesitelava

Kamikingeformation lHorokatokoroweldedtu 百

Tomuirubeshibeformation Bibaushiandesitelava

Quartzdiorite

(Liparitictu 百 member

<:itamifujiformationiDaciticpropylitemember

lGreentu 任 breccia member

Camishiyubetsuformation

IeKamishiyubetsuformation, thebasalformationoftheNeoｭ

ystem, is characteristic, beingcomposedmostlyofcongloｭ

:s. ItisfoundsporadicallyinthewesternpartoftheKi ・
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iprovince, andit lies, ineacharea , directlyontheHidaka

ぅr-group. Thepebblesintheseconglomeratesareclay slate,

lstone, chert , hornfe1sesanddiabasethatwerederivedfrom

Hidakasuper-group. Superficiallythisformationshowsan

earanceofolder strata, butitcontainsfossilsindicatingthe

,cene age.

TheKitamifujiformation , beingcomposedmainlyofso-called

en tu 百九 isdistributedextensivelyinthebasin oftheriver

kaatthecentralpartofthemaparea. Itrestsunconformably

thesubjacentKamishiyubetsuformation. Theconstituentrocks

greentuff-breccia, andesitictodacitic propylite, Iiparitic tu 百

Iothers. Itslithologyvariesconsiderably. Suchkindsof

三ration as silicification, carbonitizationand chloritization are

lerallyobservedinthisformation. Intheareaofacidicrocks

cificationis remarkable, andmineralindicationof gold-silver

~ depositsisrecognizedoccasionally. Theageofthisformation

mostcertainlytheMiocene.

The Tomuirubeshibe formation , consisting also of volcanic

~cta mainlyoftUff-breccia, isdevelopedinthenorthernhalfof

cmapareaspreadingovertheKitamifujiformation. Itis

mposedofvariouskindsofrockssuchaspumiceoustuff-breccia,

yolite, daciteweldedtuffandtu 任aceous agglomerate. Accordingｭ

geologicstructureinthisformationiscomplicatedconsiderably.

i10ughalterationisratherinsignificantingeneral, thatintoday

ineralsisremarkableincertainpartsofthisformation. An

lconformityisinferredbetweenthisandthesubjacentKitamifuji

Irmations, buttheexactstratigraphicrelationisnotclarifiedas

三t.

TheKamikingeformationrestsontheTomuirubeshibeformaｭ

onprobably ア with aconformablerelation. Itconsistsoftu 百， mudｭ

wneandsandstone.TheOnneanzuzawaformationisalsocomposed

fthesamerocksasthoseoftheprecedingformation , butisconｭ

ideredtobeyounger. Theageofthese formations , i.e the

- 29-



miurubeshibe, theKamikingeandtheOnneanzuzawaformations ,

)arelyknownasMioceneorPliocene.

ThesedimentsthatareobviouslyofPlioceneorlaterages, in

, area, aretheTakinoyuandtheYamatoformations. The

ner , consisting of tu 任aceous mudstoneanddevelopingina

ricted area, representsthedepositsresemblingtolacustrine

ments. Thelatteristhethickliparitic tu 百 beds thatare

ldextensivelyinthebasinlikelandstretchingonbothsides

heriverMukaintheeasternpartofthemaparea.

Andesites: Lavas anddykesof glassyaugite-hypersthene

:sitearerecognizedeverywhereinthisJ;Ilaparea. Theyare

;ifiedasfollows;theBibaushilavaprobablycontemporaneous

theaccumulationoftheTomuirubeshibeformationandproｭ

rtheoldestofthese andesites , theHachigozawalavawhich

~garded asyoungerthantheTomuirubeshibe formation, and

¥1aruyamalavaanddykethatarethought, beingcomposedof

uslavas, tobeactiveforalongperiod. Inadditiontothese,
istheBunkilavawhichisconsideredtobequiteyounger.

composed, di百ering fromthosementioned above, ofmore

varietiessuchasaugiteandesiteandolivinebearingaugite

lite.

:asalts: TheKeshomappulava, occurringinthecentralpart

三 map area, iscomposedoffinegrainedpyroxenebasalt. It

:theridgessimilarwithlavaplateau. Also, dykesthesame

>f basaltorofolivinebasaltarerecognizedoccasionallyin

rea. Theywerefomedinthelateragefollowingtheeruption

~ite-hypersthene andesitedescribedbefore.

"eldedtuffs: Variouskindsofweldedtnffaredevelopedin

laparea. Amongthemthe Horokatokorowelded tu 百 is

ie, andisconsideredtobeaccumulatedintheagefollowing

dimentationoftheOnneanzuzawaformation. Thereforeits

theMioceneorthePliocene.

IoftheMurii, theHonryuandtheMukaweldedtu 百s are
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ilweldedtuffofdacite. They arerather young, being

edintheagefromthelatePliocenetotheearlyPleistocene.

rerraceandtalusdeposits: Intheeasternpartofthemap

terracedepositsconsistingofsubangular pebbles , clayand

aredevelopedcharacteristicallyinthebasinlikelandonboth

;oftheriverMuka. Riverterracesarepoorlydeveloped

pttheareaoftheriverMurii. Thicktalusdepositsarefound

~rally inthepiedmontarea.

Economicgeology

Inthismapareametalliferousoredepositsofgold, silver,

:ksilver, copper , lead , zincandironsulphiedareknowntooccur.

>ughtheywereonceexploredandworkedtosome extent, no

•es arenowoperatIng.

AtKamishiromine, thegold-silverbearingquartzveinsgermiｭ

:edinthelipariteoftheKitamifujiformationaswellasthe

d-silverplacerdepositsfoundaseluvialandresidualdeposits

)vetheveindepositswerethechiefobjectsofmining. They

~ fairlygoodinqualitybutarenotsolargeinextent.

ThearedepositsofDainitateushiandFujimiminesarethe

,ld-silver bearingquartzveinsgerminatedinthesilicifiedtuι

ecciaof the Kitamifuji formation. Theyarepoorboth in

lalityandextent.

ThearedepositsofIkutawaraminearethechalcopyrite-pyriteｭ

lartzveinsdevelopedinsandstoneofthebaaementrocks, andare

ssociatedwithafewzincblendeandgalena.
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